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概要 

 極点図処理の吸収補正では材料の吸収係数、試料の厚さ、測定２θ角度から補正が行われる。 

   通常、極点図の測定時、これらのパラメータは入力して測定が行われるが、入力されていない事がる。 

   データ処理時入力すれば補正出来るが、あとから処理する場合、パラメータが不明になる事があります。 

   本ソソフトウエアでは、測定時、入力せずに測定したＡｓｃファイルの編集を行います。 

 

 測定された ASCデータの吸収係数と試料の厚さ 

  

      この部分の編集を行います。 

ソフトウエアの起動 

 C:¥CTR¥bin¥AscThicknessMUEditor.jarの軌道 

 あるいは ODFPoleFigure1.5(2)の ToolKit->MeasureDatatoAscTools->AscTHicknessMUEditor 

  



ソフトウエアの使い方 

 材料と波長を変更し吸収係数を表示 化学式が表示されない場合、化学式を入力しＣａｌｃ 

 

 ＡＳＣデータを複数選択 

  選択ファイルの波長とデータベースの波長が一致しない場合、Materialで波長を変更 

  選択ファイルの吸収係数が表示しない場合、Changeでデータベース吸収係数をコピー 

 

  材料の厚さを入力し、Registerで ASCファイルの吸収係数と厚さが書き込まれます。 

 


